
 

 

ご あ い さ つ 

平素より，私どもＪＡ岡山をご利用，お引き立ていただき厚くお礼申し上げます。 

さて，このたび以下の項目について，半期(９月末)ディスクロージャーを作成いたしましたので， 

皆さまの当ＪＡに対するご理解を深めていただければ幸いに存じます。 

今後とも，皆さまに信頼される協同組合として努力してまいりますので，一層のご支援を賜りま

すようお願い申し上げます。 

令和 6年 11月 
                                     岡山市農業協同組合 

 
 

 

（単位：百万円） 

債 権 区 分 令和 6 年 3 月末 令和 6 年 9 月末 増 減 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 246 264 18 

危 険 債 権 381 423 42 

要 管 理 債 権 － － － 

 三 月 以 上 延 滞 債 権 － － － 

貸 出 条 件 緩 和 債 権 － － － 

小        計 （Ａ） 627 687 60 

正 常 債 権 178,392 173,668 △ 4,724 

合        計 （Ｂ） 179,019 174,355 △ 4,664 

対象債権に占める比率（Ａ／Ｂ） 0.35％ 0.39％ 0.04％ 
 
  (注)１．破産更生債権及びこれらに準ずる債権 

      破産手続開始，更生手続開始，再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権

およびこれらに準ずる債権です。 

    ２．危険債権 

      債務者が経営破綻の状態には至っていないものの，財政状態および経営成績が悪化し，契約に従った債権の元本

の回収および利息の受取りができない可能性の高い債権（破産更生債権及びこれらに準ずる債権を除く。）です。 

    ３．要管理債権 
      ４．「三月以上延滞債権」と５．「貸出条件緩和債権」の合計額です。 

    ４．三月以上延滞債権 
元本または利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる

債権および危険債権に該当しないものです。 

    ５．貸出条件緩和債権 
      債務者の経営再建または支援を図ることを目的として，金利の減免，利息の支払猶予，元本の返済猶予，債権放

棄その他の債務者に有利となる取り決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権，危険債権および

三月以上延滞債権に該当しないものです。 

    ６．正常債権 

      債務者の財政状態および経営成績に特に問題がないものとして，上記に掲げる債権以外のものに区分される債権

です。 

    
 

 

令和 6 年 3 月末 令和 6 年 9 月末（見込み） 

13.55％ 13.91％程度 
 
  (注)  平成 19 年 3 月末より，「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成 18 年金融庁・農

林水産省告示第 2 号）の規定に基づいて自己資本比率を算定しています。 

 
 

 
（単位：百万円） 

 令和 5 年 9 月末 令和 6 年 3 月末 令和 6 年 9 月末 

  

令和 5 年 9 月比 令和 6 年 3 月比 

貯 金 564,613 565,134 526,637 △ 37,976 △ 38,498 

貸 出 金 177,294 178,920 174,282 △ 3,012 △ 4,638 

預 け 金 343,096 341,845 301,999 △ 41,097 △ 39,845 

有 価 証 券 38,950 39,243 40,171 1,221 928 

 

 

[ 満期保有目的の債券 ]                                （単位：百万円） 

種   類 
令和 6 年 3 月末 令和 6 年 9 月末 

貸借対照表計上額 時  価 差  額 貸借対照表計上額 時  価 差  額 

時価が貸

借対照表

計上額を

超えるも

の 

国 債 － － － － － － 

地 方 債 － － － － － － 

政府保証債 － － － － － － 

金 融 債 － － － － － － 

社 債 300 302 2 203 226 23 

その他の証券 － － － － － － 

小 計 300 302 2 203 226 23 

時価が貸

借対照表

計上額を

超えない

もの 

国 債 － － － － － － 

地 方 債 － － － － － － 

政府保証債 － － － － － － 

金 融 債 － － － － － － 

社 債 2,203 1,819 △ 384 2,300 1,867 △ 433 

その他の証券 － － － － － － 

小 計 2,203 1,819 △ 384 2,300 1,867 △ 433 

合 計 2,503 2,121 △ 382 2,503 2,093 △ 410 
 

[ その他有価証券 ]                                    （単位：百万円） 

種   類 
令和 6 年 3 月末 令和 6 年 9 月末 

貸借対照表 
計 上 額 

取得原価または 
償 却 原 価 

差  額 
貸借対照表 
計 上 額 

取得原価または 
償 却 原 価 

差  額 

貸借対照

表計上額

が取得原

価または

償却原価

を超える

もの 

株 式 2,285 1,251 1,034 1,827 1,165 663 

債 券       

 国 債 98 97 0 302 297 5 

 地 方 債 603 598 6 702 698 4 

 政府保証債 － － － － － － 

 金 融 債 － － － － － － 

 社 債 1,400 1,395 5 1,238 1,223 14 

受 益 証 券 984 898 86 2,270 2,199 71 

小 計 5,371 4,239 1,131 6,339 5,582 757 

貸借対照

表計上額

が取得原

価または

償却原価

を超えな

いもの 

株 式 139 147 △ 8 304 336 △ 31 

債 券       

 国 債 7,640 8,531 △ 890 7,547 8,630 △ 1,083 

 地 方 債 1,669 1,800 △ 131 1,940 2,100 △ 160 

 政府保証債 － － － － － － 

 金 融 債 － － － － － － 

 社 債 19,361 20,602 △ 1,242 19,810 21,167 △ 1,356 

受 益 証 券 2,561 2,741 △ 180 1,728 1,941 △ 213 

小 計 31,370 33,821 △ 2,452 31,329 34,173 △ 2,844 

合 計 36,740 38,061 △ 1,320 37,668 39,755 △ 2,087 
 

 

半期ディ スクロー ジャ ー 

１．農協法に基づく開示債権及び金融再生法開示債権（単体） 

２．単体自己資本比率（国内基準適用） 

 

３．主要勘定の状況 

４．有価証券等時価情報 



[ 金銭の信託 ]                                     （単位：百万円） 

 

令和 6 年 3 月末 令和 6 年 9 月末 

貸借対照 

表計上額 

取得 

原価 
差額 

うち貸借対照表計 

上額が取得原価を 

超えるもの 

うち貸借対照表計 

上額が取得原価を 

超えないもの 

貸借対照 

表計上額 
取得 

原価 
差額 

うち貸借対照表計 

上額が取得原価を 

超えるもの 

うち貸借対照表計 

上額が取得原価を 

超えないもの 

その他の金銭

の信託 
2,041 2,000 41 41 - 2,052 2,000  52 52 - 

(注)1．9 月末の有価証券等の時価は 9 月末日における市場価格等に基づく時価としています。 
     2．「うち貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの」「うち貸借対照表計上額が取得原価を超えない 

もの」は，それぞれ「差額」の内訳です。 
 
 
 
 
 
 
 
 

農業関係の持続的な取り組み 

 

(1) ｢営農振興計画」に基
づいた営農指導体制
の充実等による農畜
産物の生産振興 

○「営農振興計画」に基づき農畜産物の生産振興ならびに営農指導機能の強化・充
実を図るとともに，「営農振興支援事業」を活用し，担い手経営体の育成・支援に
よる産地の維持・発展に取り組んでいます。 

○ＴＡＣ指導員体制を構築し，営農指導機能の強化・充実を目的にＴＡＣリーダー
会議を通じて本所・営農センター間の営農活動にかかる情報共有と連携を図ると
ともに，「担い手農家」等への訪問活動の強化による営農指導活動を展開しています。 

○米の安定多収生産に向けて，ドローンによる水稲の葉色診断を実施するとともに，
近年，普及拡大が進む人工衛星による生育状況等の画像解析技術を活用した「栽
培管理支援システム」の試験導入を図り，スマート農業の普及に取り組むととも
に，高温耐性品種の地域適応性に向けた実証試験に取り組んでいます。 

○麦では，土壌診断を実施し，適正な土づくり指導による高品質・安定生産に向け
た生産振興に取り組むとともに，排水対策等の啓発指導と粗タンパク含量向上に
向けた施肥試験に取り組んでいます。 

○「営農振興支援事業」の活用により，園芸振興品目の作付推進を図るとともに，
環境保全に対する取り組みとして，緑肥作物，天敵農薬などの導入支援に取り組
んでいます。 

○重量野菜の生産規模の維持・拡大を目的として，収穫支援隊による農作業支援に
取り組んでいます。 

○１日農業バイトアプリを活用し，大型農家等の労働力の確保による農作業支援に
取り組んでいます。 

(2) 意欲ある担い手経営
体の確保・育成 

○意欲ある担い手の確保・育成を目的として，「就農促進トータルサポート事業」等，
行政と連携した各種事業に取り組んでいます。 

○新規栽培者の掘り起こしと産地の活性化を目的として，「もも農業塾」・「ぶどう農
業塾」をはじめとする各種栽培講習会を開催し，農業生産基盤の底辺拡大に取り
組んでいます。 

(3) 農業関連資材の安定
供給 

○計画的な仕入れによる商品の安定供給に努めるとともに，予約購買のメリット還
元による農家支援に取り組んでいます。 

○生産資材コスト低減のため，プライベート肥料であるＪＡおかやま専用（早生・
中晩生・晩生）の 15kg 袋低コスト水稲肥料および大型規格農薬の普及推進に取り
組んでいます。 

(4) 安全・安心な農畜産
物の安定供給体制の
確立と販売促進 

○生産から販売までをキーワードに多様化する実需者ニーズへの対応と重点取引先
等との連携強化を図り，農畜産物の安定供給体制の確立と有利販売に努め，農家
所得の向上に取り組んでいます。 

○米では，米穀卸・実需者との結び付きの強化を図り有利販売を行うとともに，米価安
定に向けて全農との連携による飼料用米などの水田活用米穀の推進と環境循環型農
業の一環として「里海米」の普及推進に取り組んでいます。また，米の消費拡大を目
的に，食味ランキング「特Ａ」取得の「きぬむすめ」「にこまる」ならびにＪＡ岡山
オリジナルブレンド精米「晴々ロマン」「温羅の舞」の販売促進に取り組んでいます。 

○野菜では，重点取引市場へ定期的に産地情報を発信し，販売計画に基づく市場との
連携強化と値決め販売など，相対取引の拡大により有利販売に取り組んでいます。 

○果実では，「清水白桃」「ピオーネ」「シャインマスカット」などについて，首都圏・
重点取引市場での取引拡大に努めています。 

○花卉では，関係機関と連携し，花育活動などを通じて管内花卉のＰＲ活動に取り
組んでいます。 

○農産物直売所では，新規出荷会員の確保と委託輸送の拡充による主力店舗での品
揃えの充実に取り組むとともに，インターネット販売の強化など，消費者のニー
ズに応じた魅力ある店舗運営に取り組んでいます。 

〇一次加工品では，清水白桃シラップ漬け，みかん果汁，レモン果汁を委託製造し，
県内外の大手菓子製造メーカーなどへの販売を通じて農産物の付加価値向上に取
り組んでいます。 

地域密着型金融への取り組み（中小企業等の経営の改善及び地域の活性化のための取り組みの状況を含む） 

 (1) 農業者等の経営支援
に関する取組方針 

○県域農業金融センターと連携し，新規就農者等に対し確実な訪問活動を実施 

○農業者等のニーズを捉え，金融を中心とする各種サービスの提供を実施 

(2) 農業者等の経営支援
に関する態勢整備 

○信用部門と営農部門との連携による農業者等への経営支援態勢の整備 

○農業融資担当者の知識向上のための研修会の実施 

○｢ＪＡバンク農業金融プランナー」資格の取得 34 名 

(3) 農業者等への支援対
応力強化 

○農業者宅への訪問頻度の向上 

○農業金融に関する情報提供 

○農業者の営農計画を踏まえた資金ニーズの的確な把握 

○ＪＡバンク利子助成の効果的な活用 

○農業資金残高 1,850 百万円 融資実績数：596 件 

(4) 農業者等のニーズに
対応できる農業融資
担当者の配置 

○本所 4 名，支所 89 名配置 

 

 

全般に関する事項 

 

協同組織の特性 

当ＪＡは，岡山市（東区瀬戸町を除く），玉野市，瀬戸内市および加賀郡吉備中央
町の加茂川地区を事業区域として，農業者を中心とした地域住民の方々が組合員とな
って，相互扶助（お互いに助け合い，お互いに発展していくこと）を共通の理念とし
て運営される協同組織であり，地域農業の活性化に資する地域金融機関です。 
当ＪＡの資金は，その大半が組合員・利用者の皆さまからお預かりした，大切な財

産である「貯金」を源泉としています。当ＪＡでは資金を必要とする組合員・利用者
の皆さまや，地方公共団体などにもご利用いただいています。 
当ＪＡは，地域の一員として，農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向けて，

「地域によろこびの種をまく」を経営理念として掲げて事業活動を展開しています。 
また，ＪＡの総合事業を通じて各種金融機能，サービス等を提供するだけでなく，

地域の協同組織として，農業や助け合いを通じた社会貢献に努めています。 

 組合員数・出資金 組合員数 正：24,359 准：28,524   出資金 10,707 百万円 

１．地域からの資金調達の状況 

 (1) 貯金残高 526,637 百万円 

(2) 貯金商品 
当ＪＡの特徴的商品として，年金優遇型定期・年金福祉型定期・年金優遇福祉型定

期・退職金専用金利優遇型定期・相続資産専用金利優遇型定期の提供 

２．地域への資金供給の状況 

 (1) 貸出金残高 174,282 百万円 

(2) 制度融資取扱状況 農業近代化資金・農業経営改善促進資金（スーパーＳ）・就農支援資金等 

(3) 融資商品 当ＪＡの主力商品として，ＪＡ住宅ローン・ＪＡマイカーローンの提供 

(4) 新型コロナウイルス

感染症対策への取り組み 

新型コロナウイルス感染症対策資金（令和 2 年度より） 

資金名：ＪＡトータルプラン（災害）（令和 7 年 3月 31 日まで） 

対象者：新型コロナウイルスの感染拡大により経営に影響を受けた農業者・農業法人 

３．農業振興活動・文化的・社会的貢献に関する事項（地域とのつながり） 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 農業振興活動 
○食農教育の取り組み 

○担い手・新規就農者の育成・支援 

○経営複合化・法人化への支援・協力 

(2) 文化的・社会的貢献 
に関する事項 

○学校給食への地元農産物の提供支援 

○地域行事への参加 

○高齢者福祉活動への取り組み 

○税務相談会の開催 

○各種募金活動の窓口協力 

○図画・作文・書道コンク－ル等の開催 

(3) 情報提供活動 
○ＪＡ広報誌「ぱれっと」 

 コミュニティ誌「あぐろぐＯＫＡＹＡＭＡ」の発行 

○ホームページやＳＮＳを通じた組合員・利用者の皆さまへの情報提供 

(4) 店舗体制 
○本所 1，支所 39，ローンセンター 1， 

不動産開発課 1，営農センター 7，資材店 7，農産物直売所 5 
 

記載金額の端数処理について 
 
農協法に基づく開示債権及び金融再生法開示債権，主要勘定の状況，有価証券等時価情報等の記載金額は，百万円

未満を四捨五入して表示しております。そのため，内訳金額を合計した金額が合計欄記載の金額と一致しない場合が
あります。 
なお，金額が 50 万円未満の科目等については「0」，残高が無い場合は「－」で表示しています。 

５．農業振興活動 
６．地域貢献活動 


